エコマーク商品類型No.120「紙製の印刷物Version2」付属証明書
本付属証明書は、エコマーク商品類型No.120「紙製の印刷物Version2」のエコマーク使用申込を行う際に、「エコマーク商品認定・使用申込書」とともに提出して下さい。

	申込日
	 20
	
	年
	
	月
	
	日

	申込ブランド名
	

	申込者
	（会社名）


	印（社印を捺印）


	＜付属証明書の作成方法＞

1．申込製品に関する必要事項を「記入欄」に記載して下さい。
※「記入欄」に網かけがある「項目」は記入不要です。

2．「添付証明書」欄の各証明書をご用意下さい。各証明書は、本付属証明書と併せてエコマーク商品認定・使用申込時に提出して下さい。

3．「添付証明書」に網かけのある「項目」は、添付証明書の提出は不要です。
※ 各証明書の作成は（記入例）を参照して下さい。

4．「添付証明書」の作成は「添付証明書の発行者」欄を確認して下さい。


「4．認定の基準と証明方法」を満たすために必要な証明書類
4‐1．環境に関する基準と証明方法
	認定基準

項目番号
	記入欄

※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な
添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-1.(1) 

用紙
	[印刷物に使用される紙]

表紙の銘柄名【　　　　　　　　　　　　　　　　】
本文の銘柄名【　　　　　　　　　　　　　　　　】
口絵の銘柄名【　　　　　　　　　　　　　　　　】
付録の銘柄名【　　　　　　　　　　　　　　　　】
その他銘柄名【　　　　　　　　　　　　　　　　】


	－
	－

	
	□ エコマーク認定用紙である。

※ 書ききれない場合は別紙に記載して下さい。

[商品ブランド名]：
[認定番号]：
[商品ブランド名]：
[認定番号]：
[商品ブランド名]：
[認定番号]：
[商品ブランド名]：
[認定番号]：

	－
	－

	
	□ エコマーク認定用紙ではない。

※ 右記記入表を提出して下さい。
	記入表120‐A

記入表120‐G

＊本証明書の　発行日は、申込日より１年以内のものとします。
	製紙事業者

	
	［紙へのリサイクルに不向きな加工紙の使用］

□ 別表2の加工紙に該当しない紙を使用。

□ 別表2の加工紙に該当する紙を使用。

※ □へのチェックにより証明とします。


	－
	－

	
	［ファンシーペーパー、抄色紙の使用］

□ ファンシーペーパーを使用している。

□ 抄色紙を使用している。

· □へのチェックがある場合は、右記試験結果を提出して下さい。


	試験結果

もしくは認定証
	第三者または

製紙事業者など


	認定基準

項目番号
	記入欄

※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な

添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-1.(2)

印刷インキ
	［印刷物に使用される印刷インキ］
□ ①エコマーク認定印刷インキである。

□ ②エコマーク認定印刷インキではない。

※ ②の場合は、右記記入表を提出して下さい。①の場合は、当該用紙の「商品ブランド名」及び「認定番号」を下欄に記入下さい。（書ききれない場合は別紙に記載して下さい。）
	記入表120-C
	印刷インキ

メーカー

	
	①の場合

[商品ブランド名]：

[認定番号]：
	－
	－

	
	［紙へのリサイクルに不向きなインキ類の使用］

□ 別表2のインキ類に該当しないインキを使用。

□ 別表2のインキ類に該当するインキを使用。

※ □へのチェックにより証明とします。
	－
	－

	4-1.(3)

環境法規の順守と製造工程における環境配慮
	［環境法規の順守］

印刷事業者名：［                              ］
製本事業者名：［                              ］
※ 書ききれない場合は、別紙に記載して下さい。右記記入表を提出して下さい。
	記入表120‐D
	印刷工場長
および

製本工場長

	
	［製造工程における環境配慮］

□ ①日本印刷産業連合会「グリーンプリンティング認定制度」の認定工場である。
□ ②日本印刷産業連合会「グリーンプリンティング認定制度」の認定工場ではない。
※ ②の場合は、右記記入表を提出して下さい。①の場合は、「認定工場の番号」を下欄に記入下さい。
	記入表120‐E-(A)
	印刷工場

	
	
	記入表120-E‐(B)
	製本工場

（表面加工工場・

製本加工工場）

	
	①の場合

［認定工場の番号］：
	－
	－

	4-1.(4)

印刷物資材
	［印刷物資材の古紙リサイクル適性］

□ 別表4の印刷物資材のみ使用。
□ 別表4の印刷物資材以外の使用がある。
※ □へのチェックにより証明とします。
	－
	－

	
	［難細裂化EVA系ホットメルト、リサイクル対応型シールの使用］

□ 難細裂化EVA系ホットメルトを使用している。

□ リサイクル対応型シール（全離解可能粘着紙）を使用している。

※ □へのチェックがある場合は、右記試験結果を提出して下さい。
	別表5の

試験結果

もしくは認定証
	第三者または

印刷物資材メーカーなど


4‐2．品質に関する基準と証明方法
	認定基準

項目番号
	記入欄

※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な添付証明書
	添付証明書の発行者

	4-2.(1)

品質
	［該当する品質規格］

□ ①日本工業規格など

□ ②業界が定めた自主的な品質規格

□ ③自社で定めた品質規格

①②の場合

該当する規格の名称

（                             ）
	①②に該当：

該当する品質規格に適合していることを示す試験結果など
	製本工場

	
	
	記入表120‐F
	

	
	
	③に該当：

自社規格に適合していることを示す試験結果など(自社規格の内容、試験結果など)
	

	
	
	記入表120‐F
	


「5．商品区分、表示など」を満たすために必要な証明書類　　　　　　　　　　　　　　　　　
	認定基準

項目番号
	記入欄

※ 該当する□にチェックを入れて下さい
	必要な
添付証明書
	添付証明書の発行者

	5.(1)
違法性
	［印刷された内容について］

□ 著作権法、刑法および出版業界自主規制などへの違反がない。

□ 著作権法、刑法および出版業界自主規制などに反している。

※ □へのチェックにより証明とします。
	－
	－

	5.(5)

エコマーク

表示
	[エコマーク表示]
① エコマーク認定事業者名（申込企業名）を
□ 表示する。

□ 表示しない。

② エコマーク認定番号を
□ 表示する。
□ 表示しない。

	エコマーク表示予定設計図（原稿可）
	申込者

	5.(5)

リサイクル

表示
	[不要となったら回収リサイクルに出すことを促す表示] 

□ している

□ していない


	表示予定設計図
（原稿可）
	申込者


記入表120‐A
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【2010年3月版】

○○株式会社　御中

	発行日：
	
	年
	
	月
	
	日

	○○株式会社


	印（社印を捺印）


· 発行者は製紙事業者

紙質証明書
　

下記銘柄の古紙パルプ配合率に間違いがないことを証明するとともに、製造工場長をはじめとする製造部門に対して、古紙パルプ配合率の管理の徹底を行うことを誓約します。万一、以下の記載事項について疑義が生じた場合には、エコマーク事務局に対し、必要な資料提供などを含め十分な説明を致します。

	紙の銘柄名
	

	製造工場
	工場名：

	
	工場長名：

	
	所在地：

	
	同工場のエコマーク製品管理担当者

部署･役職名：　　　　　　　  氏名：　　　　　　　　　

	
	TEL：
	FAX：

	
	メールアドレス：

	古紙パルプ配合率
	　　　　　　　

　　　　　　　　　　　％（数値は最低保証値とします）

＊「古紙パルプ等配合率検証制度チェックリスト」(日本製紙連合会)又はこれに準じた内部監査結果(チェックリスト)を添付してください。（内部監査実施日：　　　年　　月　　日）

	工場において古紙パルプ配合率を管理している帳票類の名称
	(例)　製造指示書、調成日報


	左記帳票の　管理責任者
	(例)抄造課長



	両面合計の塗工量
	　　　

　　　　g/㎡（管理標準値）
	（塗工がない場合、0g/㎡と記入）

	片面の塗工量（最大値）

（該当する製品のみ）
	g/㎡（管理標準値）
	

	白色度

（該当する製品のみ）
	　　％　（管理標準値）
　　　　　　

	蛍光増白剤使用量
（製造時の用水、または紙に対して）
	□使用なし／□あり
     使用ありの場合、使用量を報告して下さい（　　　・単位）

	バージンパルプの漂白
	□塩素ガスの使用なし／□あり

	表3のアミンの１つ以上を生成　する可能性があるアゾ着色剤

（製品1kg当たりの使用量）
	□使用なし／□あり
使用がある場合は認定基準書記載の①～③の証明が別途必要となります。


· 上記の数値は具体的数値をご記載ください。

□には該当する事項にチェックを入れてください。

記入表120‐C
○○株式会社　御中
印刷インキについての証明書

	発行日
	 20
	
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：会社名）


	印（社印を捺印）


* 発行者は印刷インキメーカー
（全項目をご記入の上、申込時に必ずご提出下さい。なお、選択項目は該当するものを○印などで囲んで下さい）

	申込印刷インキの区分
（該当する□にチェックを入れて下さい。）
	□ エコマークNo.102「印刷インキ」対象範囲のインキ
[該当するものを囲んで下さい]
平版インキ（オフセット輪転インキ・枚葉インキ）
新聞インキ
グラビアインキ（溶剤型・水性型）
樹脂凸版インキ（溶剤型・水性型）
その他のインキ
紫外線硬化型の印刷インキ

金インキ（オフセット輪転インキ・枚葉インキ）
銀インキ（オフセット輪転インキ・枚葉インキ）
	⇒ No.102「印刷インキ」

「4‐1.環境に関する共通認定基準」(3)(4)(5)(7)(21)以外を満たすこと。

	
	□ エコマークNo.102「印刷インキ」対象範囲外のインキ
	⇒ No.102「印刷インキ」

「4‐1.環境に関する共通認定基準」(1)(2)(6)および「4‐2.環境に関する個別認定基準」(10)を満たすこと。


	4‐1.(1) 化学物質
	記入欄
	必要な添付証明書

	MSDSの添付
	あり／なし
	申込印刷インキのMSDS


	4‐1.(2) 化学物質
	記入欄
	必要な添付証明書

	食品包装材料用印刷インキに関する自主規制
	適合する／しない
	なし


	4‐1.(6) 組成成分
	記入欄
	必要な添付証明書

	ハロゲン系元素を含む樹脂の使用
	使用あり／なし
	なし


記入表120‐C（つづき）

	4‐2.(8)(9)(11)～(13)(14)～(16)(18)(19)

組成成分
	記入欄
	必要な添付証明書

	平版インキ、新聞インキ、

その他のインキ

（紫外線硬化型の印刷インキについては、該当の項目のみ記入して下さい）
	溶剤中の芳香族成分

　　　　　　　％
	No.102「印刷インキ」における

「印刷インキの配合証明書」（記入例２）


	
	植物油の使用　　　

あり／なし

再生材料の使用　　

あり／なし

（再生材料名　　　　　）


	

	
	石油系溶剤　　％
	

	
	VOC成分

　　　　　　　％
	

	グラビアインキ、

樹脂凸版インキ


	芳香族系有機溶剤の量

　　　　　　  ％
	

	
	VOC成分

      　　　　％
	

	
	印刷時VOC成分

　　　　　　 ％
	

	
	トルエン、キシレンの使用　

　　　　あり／なし
	


	4‐2.(10)(17)(20)　脱墨
	記入欄
	必要な添付証明書

	脱墨時の環境負荷が従来印刷インキと同等

（該当するものを囲んで下さい）
	適合する／しない
	再生紙を製造する工場または工業試験場が発行する試験結果などの証明書

（※4-2.(20)は複数の証明書を添付）

	
	4-2.(20)のみ記入
	4-2.(20)のみ記入

脱墨性に配慮した設計、および古紙リサイクルの阻害要因とならない旨を説明する証明書


記入表120‐D
○○株式会社　御中

環境法規等順守証明書

	発行日：　　　　　　２０
	
	年
	
	月
	
	日

	(会社名)

(工場名)

(責任者名)役職名　　　　　　氏名
	印

(社印を捺印)

	工場住所：

	TEL　　：


　　　


　　　* 責任者名は印刷・製本工場長（もしくは相当する工場の責任者）

* 本証明書の発行日は、エコマークへの申込日より直近3ヶ月以内有効
下記の事項に適合していることを証明します。

記

１．申込商品の製造にあたり、大気汚染、水質汚濁、騒音、振動、悪臭、有害物質の排出などについて、以下の関連する環境法規および公害防止協定など（以下「環境法規等」という）を順守していることを証明します。

　　（以下の該当する□をチェック、記入の上、ご提出下さい。　別紙一覧提出可）

	工場に関連する環境法規等の名称
	備考

	□ 大気汚染防止法
	

	□ 水質汚濁防止法
	

	□ 騒音規制法
	

	□ 振動規制法
	

	□ 悪臭防止法
	

	□ その他：
	


※ “その他”には工場が該当する法律名、立地する地域の条例や協定が存在する場合にはその名称を記載すること（例：○○県○○環境保全条例、○○市公害防止協定）

２．本証明書の発行日より以前の環境法規等の順守状況は以下の通りであることを証明します。

　　　（該当する□をチェックし、ご提出下さい。また、違反とは、行政処分、または行政指導などを指します。）

　　□　過去5年間、関連する環境法規等の違反はありません。

□　創業（　　　　年）以来、関連する環境法規等の違反はありません。

　　□　過去5年間に関連する環境法規等に違反があり、すでに適正な改善をはかり再発防止策を講じ、以後は関連する環境法規等を適正に順守しています。

※行政処分、または行政指導などの違反があった場合には、以下a.b.の書類の提出が必要です。
	a.違反事実について、行政機関などからの指導文書(改善命令、注意なども含む)、およびそれらに対する回答書(原因、是正結果などを含む)の写し(一連のやりとりがわかるもの)

	b.環境法規等の順守に関する管理体制についての次の1)～5)の資料(記録文書の写し等)

1)工場が立地している地域に関係する環境法規等の一覧

2)実施体制(組織図に役割等を記したもの)

3)記録文書の保管について定めたもの

4)再発防止策(今後の予防策)

5)再発防止策に基づく実施状況(順守状況として立入検査等のチェック結果)


　　□　過去に環境法規等に違反があり、まだ改善等がはかられていません。

　　　　以上
　記入表120‐E‐(A)
○○株式会社　御中

製造工程における環境に配慮した取組み（印刷工程）
	発行日
	 20
	
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：会社名）


	印（社印を捺印）


* 発行者は印刷工場

以下の項目について、環境に配慮した取組みを行なっていることを証明します。
◆ チェック項目A「印刷工程」                              ※ 該当する□欄にチェックして下さい。
	1）製版（プリプレス）‐製版‐
	チェック欄

	※「①‐A」と「①‐B」は、どちらか片方を選ぶこと。
	□A／□B

	①‐A 工程のデジタル化（DTP化）率が50％以上であって、省資源及び廃棄物の発生を抑制している。

* 評価式 ＝［DTP作業を行った製版業務件数］／［全製版業務件数］

* DTP作業を行った製版業務の定義： 1受注業務における製版作業のうち、総版数または版面積の50％以上がDTPにより作業していればDTP作業を行った製版業務とする。


	□ はい
□ いいえ

	①‐B 製版フィルムを使用する工程において、省エネ・省資源の取組みとして、廃液及び製版フィルムから銀の回収等を100％行っている。

* 評価式 ＝［銀回収等を行った製版廃液＋製版フィルムの量］／［全製版廃液＋製版フィルムの発生量］

 ※ 原則は100％実施であるが、数％は誤差とみなして良い。


	□ はい

□ いいえ

	2）製版（プリプレス）‐刷版‐  ※本項目は、アルミ基材の印刷版を使用している場合のみ適用
	チェック欄

	※ アルミ基材の印刷版の使用の有無
	□ 使用あり

□ 使用なし

	② 省エネ・省資源の取組みとして、印刷版（アルミ基材のもの）のリサイクルを100％行っている。

* 評価式 ＝［リサイクルを行っている印刷版（アルミ基材）枚数］／［全印刷版（アルミ基材）使用枚数］

※ 原則は100％実施であるが、数％は誤差とみなして良い。


	□ はい

□ いいえ

	3）印刷（プレス）‐枚葉印刷‐  ※本項目は、枚葉印刷を使用している場合のみ適用
	チェック欄

	※ 枚葉印刷の使用の有無
	□ 使用あり

□ 使用なし

	③ VOC発生抑制の取組みとして、廃ウェス容器や洗浄剤容器に蓋をする等のVOC発生抑制策を講じている。
	□ はい

□ いいえ

	④ 廃棄物の排出抑制やリサイクルの取組みとして、損紙等の製紙原料へのリサイクル率が80％以上である。

* 評価式 ＝［製紙原料へのリサイクル量］／［印刷工程からの損紙等発生量］

* 損紙等の定義： 印刷工程から発生する損紙、残紙をいう。他の工程から発生する損紙等は含まない。

* 製紙原料へのリサイクル量： 製紙原料へのリサイクル以外のリサイクル（RPFや熱回収等）を含めてはならない。


	□ はい

□ いいえ

	4）印刷（プレス）‐輪転印刷‐  ※本項目は、輪転印刷を使用している場合のみ適用
	チェック欄

	⑤ VOC発生抑制の取組みとして、熱風乾燥印刷の場合、VOC排出処理装置（脱臭装置）を100％設置し適切に運転・管理していること。またはUV印刷を行っていること。
	□ はい

□ いいえ

	⑥ 廃ウェス容器や洗浄剤容器に蓋をする等のVOC発生抑制策を講じている。
	□ はい

□ いいえ

	⑦ 廃棄物の排出抑制やリサイクルの取組みとして、損紙等の製紙原料へのリサイクル率が80％以上である。

* 評価式 ＝［製紙原料へのリサイクル量］／［印刷工程からの損紙等発生量］

* 損紙等の定義： 印刷工程から発生する損紙、残紙をいう。他の工程から発生する損紙等は含まない。

* 製紙原料へのリサイクル量： 製紙原料へのリサイクル以外のリサイクル（RPFや熱回収等）を含めてはならない。


	□ はい

□ いいえ


記入表120‐E‐(B)
○○株式会社 御中

製造工程における環境に配慮した取組み（製本工程）

	発行日
	 20
	
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：会社名）


	印（社印を捺印）


* 証明の発行者（以下の□にチェックして下さい。）
□ 表面加工と製本加工を同一工場で行っている

□ 表面加工のみを行っている。

□ 製本加工のみを行っている。

以下の項目について、環境に配慮した取組みを行なっていることを証明します。

◆ チェック項目B「製本工程」
※ 該当の場合は、□欄にチェックして下さい。
	5）加工‐表面加工‐
	チェック欄

	⑧ VOC発生抑制の取組みとして、アルコール類を濃度30％未満で使用している。
	□ はい

□ いいえ

	⑨ リサイクル推進の取組みとして、損紙等の古紙等へのリサイクル率が80％以上である。

* 評価式 ＝［古紙等へのリサイクル量］／［工程からの損紙等発生量］

* 損紙等の定義： 光沢加工工程から発生する損紙、残紙、残フィルムをいう。他の工程から発生する損紙等は含まない。

* 古紙等へのリサイクル量：古紙等へのリサイクルとは、古紙、RPF、樹脂へのリサイクル、熱回収など全てのリサイクルをいう。


	□ はい

□ いいえ


	6）加工‐製本加工‐
	チェック欄

	⑩ 製本工程において、窓、ドアの開放を禁止する等の騒音・振動の抑制に取組んでいる。
	□ はい

□ いいえ

	⑪ リサイクル推進の取組みとして、製紙原料へのリサイクル率が70％以上である。

* 評価式 ＝［製紙原料へのリサイクル量］／［工程からの損紙等発生量］

* 損紙等の定義： 製本工程から発生する損紙をいう。

* 製紙原料へのリサイクル量： 製紙原料へのリサイクル以外のリサイクル（RPFや熱回収等）を含めてはならない。


	□ はい

□ いいえ


記入表120‐F
○○株式会社 御中

品質管理証明書

	発行日
	 20
	
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：会社名）


	印（社印を捺印）


* 発行者は、製本工場（最終工場）
当社エコマーク認定申込ブランド名（                                      ）については、別紙*1（実際の品質管理項目を説明する資料）の品質管理項目に基づいて、商品を管理し、品質管理基準に適合する商品のみを出荷することを証明します。

別紙*1）

① JISなどの品質規格、または自社で定めた品質規格

② 品質規格に基づく試験結果




公益財団法人日本環境協会 エコマーク事務局　御中

バージンパルプの原料に関する証明書
	発行日：
	年
	
	月
	
	日

	（発行者：会社名）


	印（社印を捺印）

	【発行担当者】

	住所：

	部署：
	役職：

	氏名：

	TEL：
	FAX:

	E-mail：


発行者は製紙事業者もしくは申込者

下記1.記載の工場に使用される原料は、下記2.の証明方法によって、林野庁「木材・木材製品の合法性、持続可能性の証明のためのガイドライン」に従って、合法性が確認され分別管理された材であること（もしくは合法性が確認された材しか扱っていないこと）、及び証明書等の関係書類を一定期間保管していることを証明します。
記

1．工場名 

	


２．合法性の証明方法
	自社（団体）の取組に関して、以下の該当する□欄にチェック、（　　　）内を記載の上、必要な書類を添付下さい。
	添付必要書類

	· (1) CoC（Chain of Custody）認証制度により、工場の認証を受けている　　　
　　　
	認証証の写し

	□ (2) 事業者認定（関連団体の定める管理規範に従って、合法性の証明された木材・木材製品の供給に取り組む当該団体の構成員について、その取り組みが適切である旨の認定等）を受けている
	認定証の写し

	□ (3) 自社（団体）が上記(1)または(2)に該当せず、独自の取り組みにより、合法性が証明された木材・木材製品の分別管理（合法性を確認した木材のみを扱っている場合はその旨。以下同じ。）、証明書の一定期間の保管などを定めた管理規範を定めている　⇒　管理規範の公表場所（　　　　　　　　）例.ホームページ

⇒　納入事業者への合法性の確認に関して、以下の該当する□欄にチェックをして下さい。

□
納入事業者におけるCoC（Chain of Custody）認証制度の認証証を確認している。

□
納入事業者における事業者認定の認定証を確認している。

□
伐採段階からの流通経路等を把握した上で、売買契約書、納品書等において合法性木材であることを確認している。

※　エコマーク事務局から要請があった場合には、納入事業者名や合法性の確認書類が開示できること。
	管理規範の写し


記 入 表120-G
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